
， 

ミ
ヤ
ナ
ガ
シ
ン

宮
永
新
石
川
郡
中
村
郷
に
図

す
る
部
孫
。

Z
ヤ
ナ
ガ
ヨ
シ
ツ
グ

官一北一
一品
告

大
器
等
滞
士
。

辺
都
迎
兵
街
、
綿
は
お
台
、
桜
muf
又
は
無
問
中
と
脱
し

た
。
江
泊
刷
新
記
を
省
L
、
江
泊
芯
稿
の
縞
邸
に
加

旬
、
木
草
・茶
道
・制
組
制
凱
び
に
之
を
mq
・ひ
、
安
政
六

年
三
月
八
十
一

訟
で
渡
し
た。

Z
ヤ

/

宮
野
河
出
制州
五
ヶ
庄
に
図
す
る
邸
W

町。

一

、ミ
ヤ
ノ
ウ
ラ

官
ノ
浦
石
川
郡
大
野
綴
品
川
町
舵
紳

古
川
附
禿
協
の
信

mM肝
風
氾
に
、
阿
部
{
呂
阪
の
こ
と

す
」
『
巾
古
の
反
古
に
は
そ
の
捕
を
宮
浦
と
云
ひ
、
共

淡
を
{
昌
阪
と
呼
け
る
こ
と
も
、
み
な
こ
れ
誌
社
よ
り

J

起
る
よ
し
邸
芭
け
り
。
』
と
あ
る
o
宮
浦
の
名
は
こ
の

~外
に
見
詰
ら
ぬ
。

簡
を
盟
国
ん
だ
が
、
首
相
目
録
を
失
ひ
、
周
防
二
年
十
二

且
即
日
の
事
左
御
門
敬
涯
を
初
組

ιす
る
。
強
制
子
宮

F

友
街
門
滋
惑
は
紅
白
九
年
入
且
裂
し
、
そ
の
絹
子
伊

右
術
門
勝
則
は
別
に
片
町
に
住
ん
で

都
日
開
を
殺
と

し
、
次
子
四円
左
衛
門
武
山
品
川
附
町
の
父
の
家
を
受
け

た
が
、
勝
則
は
嫡
子
な
る
を

U
て
宗
家
と
L
、
分
家

は
こ
代
の
俊
に
柄
活
や
一
殺
と
し
た
。
照
代
申
有
名
の

λ
々
は
秘
川
氏
と
し
て
別
間
引
に
総
せ
る
。

ミ
ヤ
ダ
=

宮
谷
能
決
郡
東
高
山
の
北
方
に
あ

る
鈴
行
で
、
そ
の
水
牛
酋
川
に
設
戸
、
。

ミ
ヤ
ナ
ガ

宮

一ホ

石

川

郡
中
村
郷
に
凪
寸
る
岬
印

税
。
Z
ヤ
ナ
ガ
イ
チ

宮一
木
市

石
川
加
中
村
郷
に
邸

ず
る
部
町
問
。

ミ
ヤ
ナ
ガ
ウ
ヂ
宮
永
氏

館
半
分
阪
に
林
新
介

成
誌
の
子
宮
永
七
郎
凶
氏
、そ
の
子
宮
永
三
郎
家
利
、

そ
の
子
問
鮒
一
一
一
郎
利
助
、
そ
の
子
間
新
=
一
郎
家
凶
と

あ
る

o
g
氷
氏
は
石
川
榔
宮
永
に
闘
係
の
あ
る
も
の

で
あ
ら
う
。

ミ
ヤ

ミ
ヤ
ノ
コ
シ

一
宮
ノ
臆
石
川
油
大
野
庄
に
闘
す

る
部
町
問
。
郷
村
各
議
抄
に
、
佐
那
武
明
訓
仰
が
海
伴
佐

良
山
間
に
在
っ
た
時
、
そ
の
宮
の
協
に
起
っ
た
門
出
で
あ

る
と
す
る
。
卸
平
服
喪
担
に
、『
平
家
は
碗
前
山
を
攻

町
附
さ
れ
て
、
加
釘
凶
宮
の
臨
佐
良
山
M
の
出
に
帥
仰
を
と

る
。
』
太
平
砲
に
、
『
ー砧
上
野
介
師
治
を
大
将
と
し
て
、

加
賀
・能
綬
・越
中
の
勢
を
問
中
L
て
、
加
到
凶
を
刑
判
て

宮
腹
よ
り
向
は
る
。
』
路
諒
糾
日
際
犯
正
三
年
七
月
十

九
日
に
、『
臨
川
寺
領
到
州
宮
腰
内
草
木
、
尤
封
守
家

仲
品
不
義
者
可
温
政
之
閥
、
自
寺
家
以
辿
利
之
山
肌
彼
欽

巾一
E

hk
。
』
な
ど
h

見
え
る
。
滞
政
時
代
に
入
つ
て

は
、
初
め
村
制
で
あ
っ
た
が
、
安
政
三
年
十
一
月
宮

腹
町
と
殴
め
た
o
J
カ
ナ
イ
ハ

金
石
。

Z
ヤ
J
コ
シ
オ
ツ
メ
マ
イ
プ
ギ
ヨ
ウ

宮
J

腰
御

詩
米
悉
行
路
文
年
中
不
戦
抗
左
衛
門
の
命
ぜ
ら
九

た
の
が
そ
の
始
で
あ
ら
う
。
次
い
で
入
年
に
杭
田
苦

兵
街
、
共
の
銭
高
山
甚
兵
衛
が
見
え
、
元
批
判
の
凶
は

ご
人
知
勤
め
た
が
、
苧
保
の
中
川
引
小
原
茜
抗
左
衛
門

が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
全
〈
一
人
役
と
な
っ
た
。

ミ
ヤ
ノ
コ
シ
オ
フ
ナ
ゴ
ヤ

宮
J

腰
御
船
小
屋

石
川
部
宮
肢
に
あ
っ
た
滞
有
船
舶
の
緊
宙
開
聞
で
、
前

倒
利
家
の
代
矢
野
悶
右
衛
門
が
知
行
百
七
十
石
で
舟

手
紙
許
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
に
起
る
。
航
手
足
柄
も
こ

の
頃
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
詐
か
で
な
い
。

綱
紀
の
時
延
貸
六
年
、
江
戸
で
散
問
三
人
を
抱
へ

、

米
二
十
五
四川金
rA
枚
間
刊
を
協
は
り
、
平
水
手
七
十
人

に
二
人
扶
持
外
銀
百
六
十
周
施
、
隔
年
に
袷
一

-m

一
を
脇
は
っ
た
と
い
ふ
。
後
世
は
水
手
五
十
人
の
内

小
聞
こ
入
品
川
依
施
、
航
回
二
人
料
鋭
九
十
日
を
賜
は

っ
て
、
飴
倣
を
指
南
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
。

εヤ
ノ
コ
シ
カ
イ
ド
ウ

宮
腰
街
道
』
カ
ナ
イ

ハ
オ
ウ
カ
Y

金
石
往
還
。

主
ヤ
ノ
コ
シ
コ
ウ
宮
腰
港

L
カ
ナ
イ
ハ
コ
ウ

ミ
ヤ
ノ
マ
へ
宮
ノ
前

刊
し
刊
ノ
臨
品
川
川
熊
木
院

に
邸
す
る
部
古
川
。
久
腕
加
夫
郡
阿
良
加
芯
比
古
副
社

あ
る
が
放
に
名
づ
け
ろ
。

ミ
ヤ
ノ
ヤ
チ

宮
ノ
谷

臥
束
郡
山
間
郷
に
臨
す

る
部
訴
で
、
亦
{
呂
，
谷
内
と
も
裂
い
た
。
明
治
八
年

十
且
魚
地
と
合
併
し
て
宮
地
と
制
す
る
。

ミ
ヤ
ベ
ヤ
ソ
エ
モ
ン

宮
部
橋
三
右
衛
門

寛
永

四
年
士
符
に
、
二
百
石
川
副
所
杭
日
と
あ
り
、
同
六
年

前
倒
利
判
的
に
従

4
て
小
松
に
m
v
b
向
島
に
住
ん
だ
。

叉
二
十
年
揃
三
右
衛
門
の
姿
を
十
四
訟
に
な
っ
た
侍

女
が
波
留
し
た
の
で
、
之
を
今
江
の
松
原
で
竹
鉛
で

扱
き
殺
し
、
県
の
骸
を
際
と
さ
せ
た
こ
と
が
本
部
川
録

に
見
え
る
。

ミ
ヤ
ノ
ホ

宮
ノ
保
河
北
総
鞍
月
庄
に
砲
す
る

w
b
u
y
o
 

企

U
3

“ ミ
ヤ
ノ
コ
シ
ツ

官
ノ
腰
津

紙
陀
寺
の
大
担
制

附
行
録
に
、
そ
の
元
か
ら
脳
的
し
た
附
の
こ
と
を
叙

し
て
、『
ぉ
=
加
州
石
川
郡
宮
版

m-也
。
是
凶
朝
正
中

元
年
也
o』
と
あ
る
。
{
白
肌
加
は
宮
阪
地
で
あ
る
。

Z
ヤ

/
コ
シ
マ
チ
プ
ギ
ヨ
ウ

宮

ノ
康
町
奉
行

石
川
出
甲
山
脱
町
都
行
は
、
山
附
宗
俊
が
文
験
中
よ
り

阿世
M
K
凶
年
ま
で
之
を
勤
め
、
入
年
に
日
制
削
久
二
、
十

二
年
に
絹
川
湖
右
衛
門
命
ぜ
ら
れ
て
、
二
人
狗
勤
め

来
っ
た
が
、
紅
白
以
年
談
木
山
間
右
衛
門
の
時
か
ら
一

人
役
と
な
っ
た
。

ミ
ヤ
ノ
h
F
-
一

宮
ノ
谷
川
目
ン
河
ル
山
初
代
見
の

内
の
小
手
。

金
石
能
。

ミ
ヤ
/
コ
シ
ザ
ケ

宮
J

腰

酒

一

保
鍛
良
の
尺

紫
従
来
に
、
『
兵
出
回
宮
之
国
自
衛
、
及
越
州

uh臥
加
州

宮
腹
等
、
制
削
胞
子
列
銚
子
犯
子
、
町
制
役
之
也
。
』

と
あ
っ
て
、
石
川
部
宮
脱
の
耐
出
制
が
名
産
で
あ
っ
た

と
見
え
る
。

芝
ヤ
7
h
F
イ
シ
ユ
ウ

深
山
台
州

安
良
の
問
子
。

泊
刑
制
前
八
、
部
は
忘
言
、
{
子
は
得
認
。
台
州
・3
川山

山
口
話
、
又
は
育
王
山
人
と
蹴
L
、
好
ん
で
水
怒
の
山
水

を
紛
い
た
。
も
と
加
賀
滞
の
市
更
で
あ
っ
た
が
、
政

務
に
し
て
飲
問
に
耽
旬
、
還
に
能
殺
に
諭
せ
ら
れ
、

赦
に
迦
う
て
闘
っ
た
後
剃
出
世
し
て
恕
鶴
坊
と
い
う

た
。
際
犯
の
鐙
に
、
深
山
彦
太
夫
は
刷
出
術
努
建
の
彼

士
で
あ
っ
た
が
、
無
頼
の
従
で
、諸
国
太
一

・長
問
寺

と
共
に
京
に
走
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
出
品
太
夫
も
台
州

の
こ
と
で
あ
ら
う
。
諸
問
太

一
は
随
分
続
で
あ
る
。

ミ
ヤ
マ
ヤ
ス
ヨ
シ

深
山
安
一
艮

辺
都
お
右
術
門
。

宰
は
説
明
。
続
的
叉
は
限
却
と
回
訓
し
た
。
越
巾
今
右

動
の
人
で
、
そ
の
地
に
於
い
て
務
士
篠
島
氏
の
奥
力

Z
ヤ
ホ
ミ
ノ
ウ
リ

宮
保
美
逮
瓜
石
川
郡
笥
川
怖

に
産
す
る
。
賀
川
口
の
制
也
に
こ
の
村
に
印
式
協
瓜
キ
ぃ
出

す
と
あ
る
。

主
ヤ
ホ

宮
保
石
川
郡
笠
刷
郷
に
邸
す
る
部
町
問
。

室
町
家
内
包
祭
に
よ
る
と
、
永
平
二
年
に
白
山
の
若

衆
徒
等
、
陥
副
寺
領
石
川
榔
{
品
保
に
乱
入
L
た
o
凶

っ
て
間
十
一
且
十
九
日
将
悦
足
利
説
教
は
府
中
山
を
下

L
、
恭
従
の
退
治
を
守
般
日
般
介

・
白
山
長
夜
及
び

金
制
山
富
の
衆
従
に
命
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
叉
路
諒
制

日
級
長
隊
二
年
十

一
且
十
日
の
僚
に
も
、『
隔
制
寺
制

加
到
附
富
保
赤
松
次
郎
法
則
宿
剛
、
被
滋
子
他
防
可

然
州
以
欣
自
宅
』
と
あ
る
。

ミ
ヤ
ホ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ

ヤ

宮

保
八
慣
神
社

石
川
郡
宮
保
に
銀
座
す
る
。
式
内
容
也
副
犯
に
、『包

保
八
幡
神
社
。
笠
間
郷
宮
保
村
銀
座
。
抽
出
刷
出
ob
と

見
え
、
又
加
越
能
抽
出
跡
絡
に
は
、『
富
保
領
の
内
制
有

之
。
八
幅
削
宮
に
て
、
是
へ
も
義
仲
間
町
を
被
上
也
候
剛

に
Mm
へ
共
、
今
叫
m
阿
保
之
似
。
阿
鮒
の
内
八
脈
と
巾

所
有
之
候
。
右
八
岬
酬
の
御
供
山
之
由市中
川m
候。
』
と
あ

旬。。

八

八


